



― 学 生 が 輝 く と き ―
山 浦 美 幸 　 須 田 智 里















































































































































































































































FLCの活動を振り返ると ｢自発性｣から出発し 体験を重ねることで徐々に ｢福祉
性｣相手のために行動することが身についていった｡｢無償性｣に関しては学生という立
場もあり､最初から有償で活動しようという意識がなかったため､問題になっていない｡
FLCの活動が図書館ボランティアに似た印象があるのはこの｢自発性｣｢無償性｣｢福
祉性｣の3点を含んでいるからである｡
しかし､アンケー トをしてみると学生が求めたものは単なる図書館ボランティアでは､
収まらない独自性を感じる｡
また､サークルとして発足しているので趣味の会という解釈も可能だが､｢福祉性｣と
いうはっきりした自覚はないが､本の紹介などサークル内に留まらない活動を目指して
おり､自己満足でよいと考えていたわけではない｡
FLCにおける学生の活動は､このサークルの命名に含まれていると考えられる｡
｢FutureLibrariansClub｣学生たちが自分たちを未来の図書館員として位置づける
ことによって､活動の根底に志の芽が潜み､結果としてよりよい図書館のあり方､司書
･8･
図書館のカ
ー 学生が輝くとき 一
のあり方を模索することになったのではないかと考えられる｡
学生は言語化していないが､図書館が永続的に存在することを願い､自分たちが図書
館を支持し続けることを行動で示している｡
それが図書館の活動を学びたいという ｢自発性｣を生み､他者にも図書館の良さを体験
してもらいたいという ｢福祉性｣を生みだしている｡
効率優先で無駄を嫌う現代の風潮から学生も無縁ではいられず､学業においても手っ
取り早く答えに行き着くことを考えがちである｡現にきちんと授業を聞くより友達に答
えを聞いて理解したつもりになる｡課題や論文もインターネットで検索してコピーして
しまう｡自分で考えなくても､覚えなくてもいつでもどこでもインターネットから答え
を導き出せるような錯覚に陥っているという状況はいまやどこの大学でも珍しいことで
はなくなりつつある｡
経済的にも右肩上がりの成長は望めず､将来に希望が持ちにくいといった時代的背景
もあり､理念をもつこと自体無駄だと思われがちである｡ましてや創意工夫を凝らして
も自己満足にしかならないというあきらめもある｡
しかし､理念を持つことは､自分で考える第一歩であり､図書館に関わるものとして
ぜひもってほしい姿勢である｡それぞれが自分で考えていくことを大切にすることは､
図書館が生涯学習の拠点として機能するために欠かせないことである｡法律や行政の力
だけでは図書館は変わらないのである｡
｢本が好き｣｢図書館が好き｣という個人の好みから出発し､体験を重ねることでFLC
は､自分で考えることを大切にする図書館員として欠かせない感覚を学ぶ場になってい
る｡
問題解決型の図書館が重要だといわれるが､問題解決には自ら考え､問題点を見つけ
る力抜きには成り立たない｡そしてそれは､文部科学省､新学習指導要領でいわれる ｢生
きる力｣の育成そのものである｡
5. まとめ 園書館の力が生きる取り組み
FLCの活動から見えてきたことは､図書館が学生の力を引き出し､学生が図書館の力
を引き出すという双方向の働きがあることである｡図書館は一方的に学生を育てるわけ
ではない｡図書館の持つ利用者が判断し自分で決めるというプライバシーを尊重する側
面と共同体の共有財産という側面が学生に自主性 ･自発性をもたらし､他者の利益を理
解し様々な価値観を認め合う福祉性をもたらすことになる｡
また図書館､特に公共図書館は元々情報の拠点として地域に根ざし､ネットワークを構
築するという特色がある｡学生が力を発揮させる要因として､学生が輝くための手助け
ができる人や場所-導くことができる司書課程に関わる教職員の存在があげられる｡関
係した職員の人的ネットワークと情報収集能力が適材適所の相乗効果を生んだともいえ
る｡インターンシップやボランティア活動など､学生の能力を開花させ､社会に適応さ
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せる工夫がなされているが､今回明らかになったことは､｢活動すること｣が重要なので
はなく ｢自分で考えること｣が重要だということである｡最近は､とかくシステムが先
行し ｢活動すること｣がゴールになりがちである｡今､学生にとって必要なのは､一緒
に活動する集団をつくり､徹底した話し合いの場をもち､自分で意思決定し､創意工夫
を凝らすことである｡その延長線上に活動があってこそ､そこでの体験が学びとして生
かされるのである｡FLCの活動もはじめから ｢図書館ボランティア｣を推奨しトレー
ニングをしたら､かえって ｢自発性｣｢福祉性｣｢無償性｣がそろわず ｢図書館ボランテ
ィア｣として不完全だったばかりでなく､現在のFLCが行っている自発性に裏づけさ
れた､自ら学び､自ら考える力を育成することにはならない｡
また図書館の存在自体､自主性を基盤とした個々が考える場であることも忘れてはなら
ない｡
加えて､図書館の特性が学生を育て､学生の活動が図書館力を引き出すという状況が
生まれたのは､本学に司書課程があること｡学生に寄り添い自己実現のサポー トを目指
す特色を持っていること｡そして､きめ細かい対応が可能な小規模校の利点を生かした
教職員を配備していることによる｡少人数で学ぶからこそ､学生の自発性を生かし､教
職員が学生の考える時間を守ることを可能にし､学生主役の学びの実現をもたらした｡
図書館は､生涯学習の拠点といわれ､学校図書館は ｢生きる力｣を育む場だといわれ
る｡それは図書館が一方的に利用者にサービスを与えるものではなく､今回のFLCの
アプローチのように総合的多角的に作用するものだからである｡図書館において個人と
同等に重要なのは他者-の視点である｡一人ではないからこそ､福祉的ともとれる作用
が生まれる｡
図書館の力は､複合的な動きがあってこそより発揮される｡その点で学びが生活の中心
にあり､社会人-の意識が芽生えている学生にとって､図書館は自主性を発揮させ､考
える場として最適である｡
学生の力は､図書館にとって経営方針を再確認し､未来の図書館の基盤を作る原動力と
なる｡
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